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晴れた昼間は鮮やかな青色の空と立体的な

雲が見られ、散 乱 する光 が空 全体 を 明るくし

てい る。夕 方 にな ると光 源 が強 まり、放 射状

の 光 があらわ れ る。少 しず つ赤 色に 染 まるな

か、雲 には逆光 のような表 情 が見 ら れる。さ

らに 夜に なれ ば月 明 かりの みで 雲 のコント ラ

ストも弱 ＜な る。空 の 色と光 、雲 の形 と色は

刻 々と 移り変 わ る。

昼 ・夕・夜 の 空 を

描 き分 け る

講師 水 野 晃 一

＝
・
上

色 味 を夜 空 に

近づ ける

色 味を夕窄 に

近 づ ける

参 考 写 真　 詢 21年 8月 30日 午 後 3時 頃 撮 影

昼 間 の 空 の 色 味 を夕 方 と 夜 に 変 えて み まし た、ど こ か違 和 感 を 覚 え るの は 、時 間

によ って 異 な るの が空 の 色 だけ で は な い からで す。光 の強 さや コ ントラ スト、雲 の

形 や 色 、さ ら には 近 景 の 見 え方 な ど の 違 い を 意 識 し て 、そ れ ぞ れ の 空 を 描 写 す る

こと が時 間 の表 現 に おい て 大切 で す。

￥時 間 ごとにここを 描 き分 ける !／

１．雲 の 輪 郭 線　 2.空 の 色 ・奥 行 き　 3.雲 の 色・コ ントラ スト　 4.近 景 の 見 え 方

使 用 す る 主 な 画 材

休 彩絵歸 七 ル リア ンプ ル ー、ウ ルトラ マ リン ブ ル ーラ イト、ロ イヤ ル プ ル ー、イ ンジ ゴ 、ペ イン ズ グレ イ、パ ーマ ネ ント バ イ オ レット、カ ドミ ウム イエロ ーレ モ ン ．プ リ

リア ン トオ レン ジ ．バ ーミ リオ ン、パ ーン トシ ェ ン ナ 、バ ーン ト ア ンバ ー、セ ピ ア 他（以 上 ホ ル ペ イン 透 明 水 彩 ）

〈支 持 体 〉ホ ワ イト ワッ トソ ン 超 特 厚 口 3｛｝Og

（鉛 筆 〉B、2B、3B

《　筆　 》幅 広 刷 毛 、デ ザ イ ン 平 筆 、丸 筆 、面 相 筆

く　 他　 ）天 然 海 亂 ミ ツ ワ マ ス ケ ッ ト マ ス キン グ 液 、マ ス キ ン グ イレ ーザ ラ バ ー
56



空言匿

{圖韲1菫圖}附雲 の 輪 郭 線 を 捉 え る
今 回 描 い た際 には ，日 中 ほ ど 縁 が明 瞭な し っ かり と した 雲 が

見 ら れ まし た。そ れ ぞ れの 時 間 の 雲の か た ちと 大 まかな 陰影

を 下 描 きの 時 点 で 捉 え るようにし ま す。

昼
空
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圉 上 部 3分 の 2を 、幅 の 広 い 刷 毛 に 水 を 含 ま せ さ っ と グ レ

－ジ ン ク す 乱 乾 か な しヽ うち に 青 空 の 部 分 に セ ル リ ア ン

ブ ル ーと パ ーマ ネ ン トバ イ オ レ ノト を薄 く滲 み 込 ませ る。こ の 時 、

雲 の 喙 を 少 し 瀝 くして 立 体 感 を 出 す 。

困 2Bの 鉛 筆 で 下 描 き。明 瞭 な 籌の 形 を 捉 えるた め に この

時 点 で 光と 陰 が 切 り替 わ る部 分 や 、雲 の 輪 郭 を で きる

だ け 描 く 。
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雲 の輪 郭 線 をマ ス キング する。マ ス キン グ 液 を石 鹸 水

に浸し た 丸筆 に付け て描く。明 るくな ろ太 陽と建 物 群 の圉 1　　2Bの
鉛 筆 で下 描 き。昼 に比 べ 雲 は 明瞭 で な い ため、下コ　　

描 きはあ たりをつ け る程 度。

窓 明 かり も マ ス キ ン グ す る ，
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圉
最 終 的 な 夜 の 風 景 の 仕 上 がりを 考 え ると 、全 体 が 暗く

な るの で 、最 後 まで 明 るく残 す月と 周辺 の 雲 や 、地 上 団
2Bの 鉛 筆 で 下 描 き。月 明 かりで 形 が 見え る雲を 薄く描く。

地 上の 景色 は 建物 の 遠 近 の 関 係 、樹 木 の 位 置 など を光

の 照 明 の 光 を マ ス キ ン グ す る 。 の 在 り 方 を 意 識 し な が ら 決 め る。
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昼間の空は波長の短い青の光 が届き鮮やか

で、夕 方 に な る に つ れ て、赤 と 緑 が 混 ざ っ

た 黄 色 の 光、そ し て 赤 の 光 が 空 を 覆 い ます。

夜 の 空 に も 複 雑 な 深 い 色 が 見ら れ ま す。透

明 水彩 の特 性 を 生 か し 、何 度 か色 を 重 ね る

こと で奥 行 きあ る空 の 色 を出し てい き ます。

空 の 色・奥 行 きを 捉 える

昼 犂∂)獵 命 。

そ ー

圉 青 空の 深 み を出 すた めに 、水 で グレージ ン グ

し た上 に 、ロ イヤ ルプ ル ーを 滲 み 込 ませ る。

空と 雲 の 下 の 部 分 に 、パ ーマ ネントバ イオレ ットと

バ ーン トアン バ ーを 少し濃 い 目の 濃 度 で 入 れ て 強調

する。さ らに 深 み を出 すため に 刷 毛 で 水 を グレ ージ

ン クした 後 、ウ ルトラマリンディープ を加 える。
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幅 広 の 平 筆 で 空 の 部 分 全 体 に 薄 め た カドミ

ウ ム イエロ ーレ モン を 塗 る。乾 かな いうち に、困
ブ 屮 jア ント オレ ン ジ を 滲 み 込 ませ る。

准 洫 φ
=癒

合

｜　　　　　　　　　|-　　　　　■

そ ｰ

参考 写 真

圉 ?次 回じよ轟晉尸 尚 尚 田
ま ず 幅 広 の 刷 毛 で 空 全 体 に 水 を 引 ＜。乾 か

な い う ち に 空 の 翊 =い 部 分 に 平 筆 で 匚?イ ヤ ル プ

ル ーの 淡 色 を 塗 る 。
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日中は光が広がり、雲 には立 体的な 陰影が 見ら れますが、

夕 暮れ時は強い 逆光 を受け た陰の印 象が目 立ちます。夜 は

光 が弱く、雲 の陰影はほ とんど 感じられ ません。太 陽や月

は紙の白を活か すのも ポイントです。

雲 の 色 ・コ ント ラスト を

描 写 す る
一
昼
空
の
場
合

く ｰ

圉

え る 。

陰 に バ ーン ト ア ン パ ーと パ ーマ ネ ント バ イオレ ット を 加 え 、

よ リコ ント ラ スト を 強 調 す る 。も くも くとし た 立 体 感 を 捉

田
雲の陰「こ パ ーマ ネ ン トバ イ オ レ ットを 力0え る。

★今 にも 沈も うと す る太 隅 だけ を白く 残 す ，

夕

空

の

場

ふ・

ぐ ｰ

夕 焼 け 空 に 陰 影 を与 えるため 、パ ーマ ネ ント バイ オレッ

トを滲 ませ る。雲 の 厚 みを 意 識して、上 部 の雲 に バ ーン圉 ご 訌 竺 竺 詰 ‰昌 ぷ こ二にこ
［j］

ト ア ン パ ーと オ リーブ グ リ ーン を 重 ね る 。

★雲 は 色を 置き、月 の 輝 きは 紙 の 白さ の まま残 す。
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仝体 の 色 調・明 暗 が 整 っ た 段 階 で、月 と 周 辺 の マ ス キ

ング を 取り除 く。月 の 周 辺 の雲 に 淡 い クリムソ ンレ ーキ圉
と パ ーン ト ア ン バ ーの 混 色 を 塗 る，
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近景の建築物などは、昼 間 は 空 の 光 を 受 け 、明 るく 全 体 がくっ きり と 見

え ます。夕 方 には ビ ル が 暗くな り、シ ルエ ッ トと 窓 から の光 が見 える の み

で、影 には 少 し赤 っ ぽい 色 が 入 り ます。夜 空も 同 様 にシ ル エ ット と窓 の 光

が目 立 ち ます が 、空 よ り地上 の 光 が 増 えたこ と によ る、反 射 を捉 え るのが

ポ イント です 。

近 景 を 意 識 する

昼空の場冶

そー

圉
パ ーントシェンナ とイエロ ーオ ーカ ーで 色 の変 化 を加 える。部 分

的 に 渮 綿 で 色 を 拭 き取り．ハ イラ イトを与 える。バ ーン トアン パ
口 建 物 群 に わ ず かに 明 暗 の 調 子 が 出 るよ うに セ ル リアン

プ ル ーと バ ーン トアン パ ーを 同時 に塗 乱 窓 や 陰 には セ

－と ロイヤルブ ル ーの 混 色 で 手 前に 樹 木を 描 きこむ 。 ル リア ン プ ル ーを 加 え る。

j　･'･･夕 空 切 )場 合

く ｰ

圉 建物をセピアで 強調する。樹 木の枝の隙間に見 える光を細身 の

面 相筆で描写する。全 体を見て、樹 木や 建物の窓の明 るさを調

整する。

逆 光 の 建 物 群 は暗 いシ ル エ ットとな る。建 物 全 体 に バ

ーン トア ン パ ーを 平 筆で 塗 る。さ ら にシ ル エットを 強 調幽
す る た め に バ ーン トア ン パ ーを 重 ね て い く。

洫 空砺 7暘差

く ｰ

圉
建 物 のシ ル エットの 濃淡 をセピ アと ロ イヤ ル ブ ル ーの 混 色 の 度

合 い で 表 現 する。建 物 聞 の 街 の 照 明 や 窓 明 かりに わ ず かにレ モ

田 付 言 埀 回 謙 に 詣 ゴ 諧 ﾌﾞご

で ?U;J7と ま まにしてその間に 照明など 人工 光による泱いン イエ ロ ー、バ ーミ リ オン な ど の 淡 色 を 加 え て 調 子 を 愍 え る。
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C澀 匐 心，

空 はあら ゆる風 景 の

支 配 者

今 まで ．川 、運 河 、海 と 水 に 関 わる モ

チ ーフ を 描 い て 来 まし た の で ．空 を 主 役

に 卵」作を し た 経 験 が あ り ま せ ん で し た。

最 近 は 都 会 の 風 景 も 範 疇 に 入 る よ う に な

り ま し た が 、画 面 上 で 空 の 占 め る 面 積 は

普 通 の 風 景 画 で は 全 体 の 20％以 下 で す 。

今 回 ．改 め て 空 に 注 目し て 見 る と 、茜 色

に 染 ま る ド ラ マ チ ッ ク な 夕 焼 け や 、綿 飴

の よ うな白 い 雲 の ゆっ た りとし た動 き等 に

魅了 さ れ るこ とが し ぱ し ぱあ り ます 。

夜 の 空 に つ い て は 、少 年 時 代 ．富 士 山

麓 の 三 つ 峠 を 真 夜 中 に 登 っ た と き、満 天

の 星 空 だ っ だ こ と を 今 更 思 い 出 し て い ま

す 。し か し 現 在 、祁 会 に 住 む 私 は ほ と ん

ど 星 を 見 る こ と が あ り ま せ ん。で す か

ら、い ま 夜 の 空 を 描 く と 星 の 無 い の っ ぺ

りし た 空 に な っ て し まい ま す 。絵 に な っ

た 真 つ 暗 な 夜 空 は 不 気 味 な 様 相 さ え 感 じ

さ せ ま す。参 考 作 品 の「狭 山 市 夕 景」は 、

近 くの 入 間 基 地 に 向 っ て 低 空 で 迫 り 来 る

飛 行 機 が 前 照 灯 を 点 け て 着 陸 態 勢 に 入 っ

て い る 情 景 で す 。

空 は 掴 み ど こ ろ が あ り ませ ん が 、常 に

風 景 を 支 配 し て い る 侮 れ ない 存 在 か もし

れ ませ ん。

「狭 山 市の 昼 」2021年　 水 彩　 43×55Cｌ

「狭 山 市 の 夕」2021年　 水 彩　 43ｘS5ｃｍ

【参 考 作 品 l｢狭 山 市 夕 景 ｣2･021年

み ず の ･こ うい ち　 1938年 東 京 都 生 ま れ。61

年 平 素 大 学 工 学 部 工 業 意 匠 学 科 卒 業 。赤

穴 宏 に 師 事 。現 在 美 術 協 会 純 展 理 事 ･審 査

員 ､日 本 水 彩 画 会 東 京 西 支 部 長 ･評 議 委 員 ･

審 査 員 ､日 本 美 術 家 遽 盟 会 員 。

舮 il

「狭 山 市 の 夜」2021年　 水彩　 43×55㎝
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